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1 ビジネス日本語 A 上ケ原キャンパス 春・秋学期 週１コマ 三田キャンパス 秋学期 週１コマ 
 ビジネス日本語 B 上ケ原キャンパス 春学期 週１コマ 
 ビジネス日本語 C 上ケ原キャンパス 春・秋学期 週１コマ 三田キャンパス 秋学期 週１コマ 
2 NHK 「Easy Japanese for Work しごとのにほんご」 
3 公益財団法人 日本漢字能力検定協会認定 







表 1 ビジネス日本語各科目の構成 
科目名 目標 授業内容 
ビジネス日本語Ａ 仕事の日本語力の育成 敬語・電話応対・ビジネス用語 
ビジネスメール・ビジネス文書 
面接・ビジネスマナー 
ビジネス日本語Ｂ 社会文化能力の育成 ケース学習・異文化理解 
アサーショントレーニング 
ビジネス日本語Ｃ 就職活動・社会人基礎力の育成 自己分析・企業分析 
プレゼンテーション 
チームビルディング 
履歴書・エントリーシートの書き方 
 
3.成果と今後の課題 
Zoom は、グループ分け、リアルタイムでのファイル送信、録画が可能であるため、こ
れらの機能を活かし、授業については、通常の対面時と同様のカリキュラム内容で進め
ることができた。それだけではなく、コロナ禍の社会情勢において変わりつつある企業
の動向や就職活動にまつわる情報を報道や研究会などから収集し、授業内容に反映させ
た。オンライン授業では、授業で使用した板書をデータで保存・共有ができること、課
題やレポートがリアルタイムで添削・フィードバックができること、映像や音声ファイ
ルも駆使できることなど、利点が多いと感じる。しかしながら、春学期では、対面授業
と同等になるような演習方法に反省点や課題があった。そこで、もっとオンライン授業
を活性化させるために、夏休みの間、Zoom と併用できるオンラインツールをいくつか
試用した。操作が容易で有効的なものを秋学期に取り入れ、春学期より改善したかたち
で実施することができた。 
学生の中には、数名スマートフォンからの参加者がいたが、授業資料配布、提出等に
は大きな問題はなかった。通信環境については不安定な学生が１名おり、フォローしな
がらすすめた。レポートや課題は、これまでよりも内容の濃いものが多かった。メール
による授業に関する質問や課題の再添削のリクエストも積極的であった。 
オンライン授業は、ツールの組み合わせや工夫によって、可能性がより広がると感じ
た。今学期実施して有益だったことは、今後の対面授業にも取り入れていきたい。 
